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高志探究ⅠNo.4(課題発見 WS)  ビックデータを活用して地域の現状を分析する 
 
活動目標 ①官民のビックデータを無料で活用できる「地域経済分析システム（RESAS）」の基本的な使い

方を理解し、データから地域の現状や他地域との違いを分析する方法を学ぶ。 

②地方創生政策アイデアコンテストの受賞内容を参照しながら、地域の課題や課題解決に向けた

視点や考え方、使用データについて学ぶとともに、科学的な見方・考え方について理解する。 

 

（１）地域経済分析システム（RESAS）とは？ 

    官民のビックデータを「見える化」するシステム。 

URL: https://resas.go.jp/ 

 

    さまざまなマップから地域の現状を知ることができる。 

     

 （地域経済分析システム（RESAS）のデータ一覧（ver.61）より抜粋） 

（２）地域経済分析システム（RESAS）使ってみよう 
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【演習１】 一関市の「人口推移グラフ」の図を表示させよう。 

①トップページ左上の「マップを選択してください」から「人口マップ」を選択し、「人口構成」を選択

する。 

②中央上部の「人口推移」を選択し、表示する地域で「岩手県」と「一関市」を選択する。 

  ＜データの保存方法＞ 

   ・右上の「キャプチャ」から、グラフを図として保存できる。 

   ・左中央部の「ダウンロード」から、データを圧縮ファイル（ZIP ファイル）で保存できる。 

    ZIP ファイルを開くと、中に CSV ファイルがあり、Microsoft Excel で開くことができる。 

 

 ここからは、３～４人のグループを組んで、演習を行っていきます。RESAS のシステムの使い方を共

有しながら、表示した図から何が読み取れるのか、話し合いましょう。 



11 
 

【演習２】 一関市の「人口ピラミッド」の図を表示させ、図から読み取れることを記入しよう。 

 

【演習３】 一関市の「人口増減」のグラフを表示させ、図から読み取れることを記入しよう。 

 

 

【演習４】 一関市の「出生数・死亡数 / 転入数・転出数」のグラフを表示させ、図から読み取れるこ

とを記入しよう。 

 

【読み取れること】 

【読み取れること】 

2020 年の人口増減率は、 

総人口：        ％ 

年少人口：       ％ 

生産年齢人口：       ％ 

老年人口       ％ 

 

傾向は、 

【読み取れること】 

 

総人口、出生数、死亡数、転入数、転出数に

は、どのような傾向が見られるか。 
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【演習５】 以下の図を表示させよう。どのようなことが読み取れるか。 

  

 

ここまで、「一関市」の人口の動向について調べてきました。次に、他地域と比較して、違いを見てみまし

ょう。 

 

【演習５】 同じ東北地域の自治体として山形県米沢市と比較します。「人口ピラミッド」、「人口増減」、「出

生数・死亡数 / 転入数・転出数」、「年齢階級別純移動数の時系列分析」の図やグラフを表示させ、

先ほど見てきた一関市の場合と比較を行ってください。そして、どのような違いがあるのか話し

合いましょう。 

比較する内容 一関市 山形県米沢市 違い 

人口ピラミッド 

 

 

 

   

人口増減 

 

 

 

   

出生数・死亡数 / 

転入数・転出数 

 

 

   

年齢階級別純移動

数の時系列分析 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

【読み取れること】 
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【演習６】 同じ東北地域の自治体として宮城県仙台市と比較します。「人口ピラミッド」、「人口増減」、「出

生数・死亡数 / 転入数・転出数」、「年齢階級別純移動数の時系列分析」の図やグラフを表示させ、

先ほど見てきた一関市の場合と比較を行ってください。そして、どのような違いがあるのか話し

合いましょう。 

 

比較する内容 一関市 宮城県仙台市 違い 

人口ピラミッド 

 

 

 

   

人口増減 

 

 

 

   

出生数・死亡数 / 

転入数・転出数 

 

 

   

年齢階級別純移動

数の時系列分析 

 

 

   

 

RESAS には、人口の動向以外にもさまざまなデータがあります。各自治体や地域で活動する団体などが、地

域の課題解決に向けた政策の立案などに活用しています。 

 

皆さんなら「一関地域を活性化する」ために、どのようなことに取り組んだらよいと思いますか？ 

 

これまでの先輩には、「人口減少対策」のために、「企業を誘致する」とか「若者が移住できるように補助

金を出す」などの例を出す方がいましたが、そのためにはどのような政策を立案すればよいのでしょうか。 

 

政策を実現するためには、多額の費用が必要です。そのためには、地域の方々に説明し理解してもらうと

ともに、一緒に取り組んでもらうことが欠かせません。信頼あるデータに基づいた説得力がある内容である

ことが大切です。 

 

ここからは、「地域創生・政策アイデアコンテントの受賞内容」を見ながら、地域の課題に対して、どのよ

うな解決方法を考えているのか、視点や考え方に加えて、どのようなデータに基づいて政策を提案している

のか学びましょう。 

 

‐Memo‐ 

気づいたこと、面白いと感じた視点、SDGs レポートで考えた課題に対して活用できそうなことなどを記録

して残しておきましょう。 
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 演習で用いた「人口の動向」以外にも、さまざまなデータが出てきました。これらのデータをどのように

組み合わせるのか、また他の統計データなどとどのように組み合わせるかで、さまざまな分析ができること

が分かったと思います。実際、他地域との違いを分析することで見出せることも多くあります（比較して違

いを研究することも一つの探究活動になります）。比較を行うことは、文理を問わず探究活動や研究活動では、

欠かすことができないものです。 

 

そして、信頼あるデータに基づくと他者にわかりやすく自分の考えを伝えることができるようになります。

これが、皆さんに身に着けてほしい「科学的な見方・考え方」で、今後の探究活動を深めるためにとても重

要です。 

 

今日の振り返り 

                           よく理解できた      ふつう    できなかった 

１ RESAS の基本的な使い方は理解できましたか？      ５   ４   ３   ２   １ 

２ 地域の現状を正しく理解するために、 
RESAS が活用できることを理解できましたか？      ５   ４   ３   ２   １ 

３ 科学的な見方・考え方について理解できましたか？      ５   ４   ３   ２   １ 

４ 今日の演習を通して感じたことや今後取り組んでみたいことは何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 


